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第 2章 有明海・八代海等の環境等の状況 
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2.7 藻場・干潟等 
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第 3章 再生方策等の実施状況等と課題の整理 
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3.2 ベントスの変化 
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第 4章 再生方策に共通する今後の課題 

4.1 データの蓄積等科学的知見の充実 

4.2 関係者による連携強化と情報の発信・共有の推進 

4.3 再生目標と再生事業等との関連性の明確化と他事業等との連携強化 

4.4 令和 8 年度委員会報告に向けた検討 

1 

1 

1 

2 

2 

 

 

資料編 ・汚濁負荷量、水質（公共用水域、浅海定線調査等）、貧酸素水塊（公共用水
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